
SDGsの達成に向けた金融原則
国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）のもと、責任投資原則（PRI）、持
続可能な保険原則（PSI）、責任銀行原則（PRB）が策定された。
これら３原則に加え、SDGsの達成に向けた金融の枠組みであるポジティブインパク
ト金融原則に基づいた金融を構築することで持続可能な社会の実現を目指す。

責任投資原則（PRI）

投資家に対し、企業分析・評価を行う上で⾧期的な視点を
重視し、ESG情報を考慮した投資行動をとることなどを要
請

持続可能な保険原則（PSI）

保険会社に対し、事業において重要なESG課題を考慮す
るとともに、顧客や他ステークホルダーと連携してESG課題
のリスクを管理し、ソリューションを生み出すことを要請

責任銀行原則（PRB）

銀行に対し、商品・サービスを通じて創出される価値（イン
パクト）を明確にし、事業戦略をSDGsやパリ協定等が示
す社会や個人のニーズや目的と整合させることを要請
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（出所）UNEP FI各原則 HPを基に作成



持続可能な社会に向けたビジネスのパラダイムシフト
ダボス会議のグローバルリスク
2020年１月、世界経済フォーラムは「グローバルリスク報告書 2020」を公表。
発生可能性が高いリスクのトレンドをみると、2010年までは経済リスクが上位を占めていたが、
2011年以降は環境リスクが上位を占める傾向にある。

ビジネス・ラウンドテーブルによる企業目的の再定義
2019年8月、ビジネス・ラウンドテーブルは、「企業の目的に関する声明」と題し、米国の主要企業

トップ181名の署名が入ったステートメントを公表。「どのステークホルダーも不可欠の存在。我々は、
企業、コミュニティ、国家の成功のために、その全員に価値をもたらすことを約束する。」とし「株主資
本主義」からの脱却を宣言。事業全体で持続可能な慣行を取り入れることで環境を守ることもコミット。

（出典）世界経済フォーラム（2020）「The Global Risks 
Report 2020 15th Edition」より作成。

今後10年で発生可能性が高いとされたグローバルリスク上位５項目（2008-2020年）
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インパクト投資/金融の国際動向

「インパクト投資/金融」は取組主体、投融資対象（地域）が多種多様であり、
様々なイニシアティブが登場している。

機関・団体名 取組の概要
インパクト・
マネジメント・
プロジェクト
（IMP）

ESGやインパクトの測定・管理・報告に係る
重要事項を議論し、汎用的な原則の策定を
目指す。2018年にはインパクト測定・管理に
係る統一基準整備のため、主要推進団体を
メンバーとするIMP Structured Network設立。

グローバル
インパクト投資
ネットワーク
（GIIN）

インパクト投資に取り組む機関投資家、
運用会社、関連団体等のネットワーク団体。
インパクト投資の普及促進のため、関連ガイド
ラインや調査報告書を発行。オンライン・
インパクト測定・管理ツール「IRIS+」も提供。

国連環境計画
金融イニシア
ティブ（UNEP 
FI）

金融機関の事業運営の中心において総体的な
インパクト分析・管理を行うためのメタフレー
ムワークとして「ポジティブ・インパクト (PI)
金融原則」を策定。PIイニシアティブにおいて、
PI投融資を実践するための方法論や金融機関
向けインパクト分析ツールを開発中。責任銀行
原則（PRB）の取組とも連携。

国際金融公社
（IFC）

投資のライフサイクル全体を通してインパクト
の考え方を意図的に組み込むことを目指した
「インパクト投資に関する運用原則」を策定。
本原則に署名した金融機関に対し、原則に準拠
した資産の一覧・総額、各原則の投資プロセス
への組み込み方法に関する説明等を含めた年次
開示を求めている。

インパクト投資/金融イニシアティブの取組主体、投融資対象の比較
出所）CSRデザイン環境投資顧問作成

（機関投資家・金融機関による主要なインパクト投融資関連イニシアティブ）
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• ポジティブ・インパクト金融原則
• 責任銀行原則（PRB）

機関投資家・銀行へのアプローチ
✕

先進国でのインパクト投融資

取組主体

投融資対象

注:「GSG」は、The Global Steering 
Group for Impact Investmentを指す。



30.7兆
米ドル

世界のESG市場の拡大

22.9兆
米ドル

日本（全体の７％）

2016年
0.5兆
米ドル

2.1兆
米ドル

日本のESG市場の拡大

【出所】 NPO法人 日本サステナブル投資フォーラム公表資料より環境省作成

ESG金融とは

ESG金融とは、環境（Environment)、社会（Social)、企業統治（Governance)
という非財務情報を考慮して行う投融資のこと。
そのうち、ESG投資が世界的に注目されているが、世界全体のESG投資残高に占め
る我が国の割合は、2016年時点で約２％にとどまっていた。その後２年で国内の
ESG投資は4.2倍、2018年には世界全体の約７％となっている。

２年で
4.2倍増

約176兆円増

２年で
1.3倍増

約858兆円増 2018年

日本（全体の２％）

日本の全運用額に
占める割合は約18％

※ 2019年の日本のESG投資残高は
約３兆ドル、2016年から３年で
約６倍に拡大している。



 ESG要素を考慮した資金の流れをさらに大きくし、ESG投融資を通じてインパクトを生み出す
よう、ESG金融を促進する。これにより、２℃目標やSDGsの達成に向けたビジネス・グリーンプロ
ジェクトに資金が集まるような金融メカニズムを構築し、 環境と成⾧の好循環を実現する。

ESG金融促進のための主要施策

金融機関

地域金融機関

⾧期機関投資家
ESGへの考え方を評価

運用委託

報告･開示

アセット
オーナー

運用
機関

ESG情報開示

ESG投融資

建設的な対話

企業
債券株式

不動産

グリーン
プロジェクト

パリ協定２℃目標 SDGs

ローン

１ 金融セクターのESGのコミットと
ESG情報開示に基づく対話の促進

３ ポジティブなインパクトを狙った
投融資の拡大

２ 地域課題解決を支えるESG地域金融
の実践

気候変動、プラスチック・資源循環、
生物多様性など

- PRI･PRBで求められるESG方針設定支援
- TCFD、ESG情報開示の促進
- プラスチック問題等に関する対話の促進

- ESG地域金融実践ガイド（仮称）や促進事業等
を通じたESG地域金融の普及展開

- グリーンファンド、利子補給による支援

グリーンファンド

上場企業との対話ESG情報開示

- インパクト重視の金融商品を
ガイドライン整備や補助事業により支援

- ポジティブインパクトファイナンス普及

グリーンボンド /  グリーンローン
サステナビリティ･リンク･ローン など

ESG金融の資金の流れの拡大と質の進化

インパクトを生む金融の普及
環境課題 経済課題 社会課題
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